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竹 添 敦 子
ファウストやドン・ファン伝説はヨーロッパ文学上，重要な役割を果た
してきた． 16，7世紀以降多くの詩人や芸術家がこれらの素材に心ひかれ，
自分のファウストやドン・ファンを完成しようと取り組んできた． ファウ
ストはゲーテのそれによって世界文学の最高峰にもち上げられたし， ド
ン・ファンも国によって呼び名を変えつつ，広くヨーロッパに伝播してい
った． これらの伝説は文学のみならず音楽の分野でも，グノーやモーツァ
ルト等の名を高揚せしめることになった． 19世紀前半には多くの詩人がこ
れらの素材に挑戦するカミ，ニコラウス・レーナウもそのひとりである．彼
の『ファウスト』（肋"sｵ．母〃Ge["C〃1836)はリストが「メフィスト・
ワルツ」を作ったことで有名であるが，ゲーテの『ファウスト』以降最初
の作品であり， 当時のファウスト文学のうち， 「内容的に見て最も注目す
べきもの｣’とされる．一方， 『ドン・ファン」(Do〃んα".Dγα加α雄c〃
S鷺e"e"1844)もリヒャルト ・シュトラウスの交響詩のモデルとなったの
であるが，僅か一千余行にすぎず，彼の他の作品『ファウスト』や『サヴ
ォナローラ』 （ぬり0"αんγα.M@Gedic〃1837),『アルビゲンザー』(D"
Aﾙ煙"s”・ルgjgDiC〃""ge"1842)に比べ，半分の量にも足らない．こ
の劇詩はレーナウの遺作であるが，当時精神錯乱力:ひどくなったこともあ
って，厳密には完成しているとは言い難い．
ファウストやドン・ファンと同様に， レーナウは永遠のユダヤ人（また
－1－
は， さまよえるユダヤ人）の伝説にも興味を示し， この素材から「アハス
ファー・永遠のユダヤ人」 (Ahasver,derewigeJudel832/33)と「永
遠のユダヤ人」 (DerewigeJudel836)のふたつを創作している．レー
ナウが生涯に作った杼情詩は350余であるが，その中でも四年近い歳月を
経て，再度同じテーマを扱ったことは非常に注目される．また， レーナウ
がこの伝説を作品化した動機も興味あるところである．本稿ではこの「ア
ハスファー・永遠のユダヤ人」（以下「アハスファー」と略）と「永遠のユ
ダヤ人」を中心に， レーナウと神との関係，彼の憂鯵の奥にあるものを探
ろうと試みる．
それでは，永遠のユダヤ人の伝説とはどのようなものなのだろう．十字
架を背負ってゴルゴタの丘へとひかれてゆく途中， イエスは疲れに耐えら
れずに一軒の靴屋の前で休息しようとした．その時，その靴屋の主人であ
るアハスファーが， 「店先に立たれたんじゃ陽が当たらなくて困る． さっ
さと行ってくれ」と無慈悲にイエスを追いやった．するとイエスは「それ
では行くが，おまえは私の戻ってくるまで待っているんだよ」と答え，そ
のためアハスファーは死ぬことができず，永遠に地上をさすらうことを運
命づけられる．以後約二千年，彼は殺人を犯し，火や水に飛び込み，戦場
に立ったり自殺を図ったりしたが，無数の傷を負うにもかかわらず，遂に
死ぬことはできず， この地上をさまよい続けているのである． この伝説に
ついては山室静氏が，中世にできたものだろうと書いているように2，聖書
にこうした記述は見当たらない．なるほどイエスを冒漬した男が死の安静
を得ることなく，キリスト再来までさまよい続けるというのは，中世の神
学が作り出した話であるようだ． J.トロストラーも「ファウストとドン・
ファンはルネサンスの子供であり，アハスファー，すなわち永遠のユダヤ
人は中世の人物である｣3と書いている．我々にとってこの伝説はファウス
トやドン・ファンほどポピュラーではないが， ヨーロッパでは広く流布し
ているものであり， 1228年にアルメニアの大主教の前に出現したのをはじ
l
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めとして， 16，7世紀の頃まで各地に出現した記録が残っているという4．
ルネサンスと共にファウストやドン・ファンが登場すると，アハスファー
は影をひそめたかに見えたが，伝説自体はそのままの形で留められていた．
そして幾たびか作品化されることとなるのである．
レーナウに先んじてこのテーマを扱っている作家には，ゲーテやシェリ
ーが挙げられる．ゲーテは『詩と真実』の中で構想を語り5，僅かに「永遠
のユダヤ人」と題された断片を残しているだけである6・ゲーテはアハスヴ
ェルス(Ahasverus)をキリストに心を寄せる高貴な人格として描く．ア
ハスヴェルスは靴屋のかたわら，人々に自己流の信仰を勧めていたが，彼
の意識は俗世の営みの上にあるのだった．彼はキリストに特別の親近を示
し， 自己流の考え方へ改宗させたいと念願する．彼はキリストの許に人々
が集うのを見て，叛徒の頭目にならぬよう諭すが，それにもかかわらずキ
リストが世間に知れ渡るほどの人物となってきたため，次第に反発的にな
ってゆく．遂にキリストが捕われると，彼は恥じるユダに追い撃ちをかけ
て自殺に至らせ，店の前をひかれてゆくイエスにも以前の警告を繰り返す．
彼は， 自分は受難者たる主を敬愛しているのだから，答めて当然と思って
いる風である． イエスはそれについては何も答えないが，ヴェロニカが主
の顔を被った布を取りのけた時，アハスヴェルスは布の上に燦然と変容を
遂げたイエスの面影を見出す．彼が目をそむけた瞬間， 「おまえはこの姿
の私をまた見る日まで地上をさまようのだ」という声がして，彼のさすら
いが始まるのである．ゲーテはこれを叙事詩にまとめ，宗教史や教会史を
書く足がかりにしようと考えた． ところがゲーテはこの叙事詩の冒頭と結
末の幾部分かを書きながら，研究時間の不足から結局は放棄せざるを得な
かった． もしこの作品が完成していれば，おそらく彼の『ファウスト』に
匹敵するものとなっていただろう7．
シェリーの登場させるアハズィアラス(Ahasuerus)は『クイーン・マ
ップ』8の第7歌で，妖精の女王たるマップが呼び出す幻である．マップは
I
－3－
「美しい乙女アイアンシーの霊魂を伴って，世界の過去，現在，未来を見せ
るのであるが，第7歌はその中の現在を語る部分である．マップは，神と
は人間が己れの無知を隠すために発明したものだとして，神を否定し， 自
然の内に充満する不滅の精神のみが，唯一の「神」であると考えている．
そしてアイアンシーに向かって，愚かな信仰の迷夢をさましてやろうとア
ハズィアラスを出現させる．そうして現れたアハズィアラスは，不可思議
な，苦悩を浮かべた人物で，多年の刻印と青春の特徴を合わせ持った様子
をしている．シェリーはイエスや神の下僕を，虐殺や災いの権化と見てお
り，彼のアハズィアラスはそれを指摘して， イエスに呪われる． しかしア
ハズィアラスは，天で奴隷となるよりは地獄で自由の身を選ぶ， と終わり
なき巡礼の旅に出るのである．そして不毛の荒野の如き幾世紀，狂わんば
かりの苦痛と争いつつも，堅忍不抜の意志をもって，恐しき呪いをあざけ
り続けているのだ． この意味でシェリーのアハズィアラスは神に対し，最
も攻撃的であると言える．
レーナウの後にアハスファーを扱っている作家の中では， フランスのウ
ージェーヌ．シューが最も有名で，彼の「さまよえるユダヤ人』は1844年
に出版されると，たちまち大評判になったという． この長篇小説に刺激を
受けたと思われるのがアンデルセンで，詩劇『アハスヴェルス』を著わし
た．アンデルセンのアハスファーヘの関心は深く，幾つかの童話や紀行文，
自伝の中にもその名が見られる9． アンデルセンはアハスヴェルスをイエ
スと同じ日に生まれた者とし， 「神の子」であるイエスに対立させる意味
で， 「疑惑の子」としている． ここにもユダやヴェロニカが登場するが，
全てアハスヴェルスの弟子であり，後にイエスに従うのである． ところが
アハスヴェルスはいつまでもイエスを「偽予言者」と疑い，そこでユダは
イエス力:真に神の子であるかどうか確かめるべく，十字架上に送る． イエ
スの死を見て，なおさら疑いを晴らすことができないアハスヴェルスは，
千年後の再臨を待ったが，それも空しく，遂にコロンブスの船に乗り込む．
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％コロンブスが神とイエスをたたえて新大陸の存在を信じるのに対し，彼は
単なる空想と潮笑する．だが現実に新大陸を見ると，彼はその偉大さに心
ひかれ，遂に救いを得たかのようである． しかし今後は新大陸がアハスヴ
ェルスの旅する場所となるのである．
永遠のユダヤ人の延長線上にあるのが，ヴァグナーの『さまよえるオラ
ンダ人』であるが， こうした幽霊船の伝説はハウフの『隊商』にも見られ
る如く，最終的に救済されている点で永遠のユダヤ人伝説と違っており，
アハスファーは言わば幽霊船より恐しい呪いをかけられているのである．
さてレーナウのふたつのアハスファー作品であるが，第一の特徴として
挙げるべきは，その舞台であろう．先のゲーテやシェリーの作品，更には
アンデルセンの作品の第一幕もその範嶬に入れてよいだろうが，それらは
苦難の道におけるイエスとの交渉にクライマックスを置いた，すなわちイ
エスの時代においてイエスとアハスファーが直接の交渉を持った物語であ
る．彼らふたりは，いわば対等の人格として同時に存在しており， ここで
はイエスも極めて人間的に扱われていると言える．一方， レーナウにおい
てアハスファーの現れるのはイェルサレムの町ではなく，荒涼とした原野
であり，恐しく暗い山の中である．そしてアハスファーは現在そこに居る
人々と交わるのであって，かのイエスの時代とは何の係わりもない．第二
に， これらが杼情詩として書かれたことに注意したい． レーナウは杼情詩
において自然を歌うとき特に有名であるが，作品全体から見ると叙事詩的
傾向を持つものもかなり多い．それらは主として彼の後半生に属するもの
であり，百行前後からそれ以上という長さを持つ． 「アハスファー｣10は
158行，「永遠のユダヤ人｣'’は184行で，彼のこの種の作品では長い方であ
る． 「アハスファー」の舞台である灌木生い茂る原野， そして「永遠のユ
ダヤ人」の暗く深い谷間． これらはレーナウの自然詩の原型として見られ
るもので，前者には彼の故郷ハンガリーのプスタを思わせるものがあるし，
後者は明らかにアルプスである．
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「アハスファー」は荒涼とした原野の描写で始まる． 「ここでは大地は静
かに，貧弱に，そして陰鯵に生きている.」（2）僅かの林には牧人たちの
住居である藁ぶき小屋が点在しているが， 「林の周りでは全てが荒涼とし
ており， さびしいのである.」（9）日没の頃，羊飼いたちが死んだ牧童の
棺を菩提樹の根元に安置すると， 「青ざめた母はその子のもとに鮠き／乙
女たちがバラの冠でその子を飾る.」（26．27）「父は死者の笛と杖を／熱き
涙にぬらしながら握っている.」（31．32）そこへ白髪もひげも伸び放題で，
風化した岩石の如く深い雛に刻まれたアハスファーがやって来る．その目
は「もはやこの地上には何ひとつとして見たいものはない， という風」
(48）である．彼は牧童の棺に歩み寄り，泣いている羊飼いたちに向かっ
て，死の甘美さと己れの運命を語り始める．少年のままで死んだ牧童を，
羊飼いたちが嘆き悲しむのと対照的に，アハスファーはそれは運命から愛
されているからだとうらやむ．少年の死顔は静かで美しく，幸せそうに微
笑んでおり，それに比べアハスファーは， 自らの鼓動が冷たい地上で安息
日を見出し得ないことを知っている．アハスファーは信仰を予言的なこん
跡でもってからかう， ジプシー女のカルタ占いのことを話す．過去や未来
の絵札は混ぜ合わされ，新たなる方法で机の上に並べられても, 1800年間
というもの，常に同じ絵札がアハスファーの上を通り過ぎていった．アハ
スファーが棺の蓋のキリスト十字架像を見つめたとき， 「あたかも突然，
心の奥深くで警告されて驚いたように／彼の闇のように黒い目から涙があ
ふれでてきた.」 （117.118）そしてとうとうと呪われた運命を吐き出す．
｢彼はかつて思い悩み，疲労困懲してやって来,／私の戸口でくずおれたの
だ．／十字架と恥辱の重圧に腰をかがめ，／しばらくの休息を私におずお
ずと頼んだ．／私はしかし彼を向こうへ追いやった，呪われた愚か者めと．
／今は私も呪いによって追いやられている．／そして全ての墓標は私の前
で閉じてしまう．／私は乞食となって自然の扉の前に立ち／泣きながら死
を懇願した．／だが，たとえ縄で首をくくっても／私の硬い身体は息の苦
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しさを耐えてしまう．／火だの高波だの，死にあふれているものは／私の
熱望する死の幸福を拒んだ．／私は恐しい炎が後退するのを見たし，／波
は私を吐き戻した．／甘美なる死の戦懐のほか茂るものもない／岩の城壁
によじ登り，／私は泣きながら，破滅の淵の方へと怒り猛って叫んだ．／
『おお，母なる大地よ'私は汝に見放された息子だ！／私を蝶の如く舞わ
せて，汝の石のような心に引っ張ってくれ！』／大地の深奥の道は私に冷
笑のことばをあびせ，／柔らかく私を沈めるのは呪いを強められた風．／
生き長らえて猛りたち，私は山峡をさまよった.／｢死を！』と私は叫ぶ，
『死だ！』と大地にしがみつきながら／『死だ！』と崖が崖に反響しなが
ら噺っていた．／ペストに感染したいと私はベッドに上がり／徒らにそれ
を押し当てた．／虎の喉の中で燃えている死は／愛らしく毒草の中で咲い
ている死は／曲がりくねって森の小道で這っている死は／旅人のかかとを
抜け目なく刺して，私を選びとりはしなかった！」 （120～150）語り終え
たアハスファーは羊飼いたちに背を向けて，再び流浪の旅に出る．彼が夕
陽の最後の光の方へと去ったとき，頭上を野鳥が飛んで行った．そして自
分たちのところにまで長く伸びている彼の影を見て，人々は身震いしたの
である．
以上が「アハスファー」の大要であるが， この詩において情景の変動は
ほとんど見られない．時間的には，黄昏の光の残された僅かの間であり，
羊飼いの弔いの場にアハスファーが現れ，己れの運命を語って聞かせた後
去ってゆく， という簡単な筋立てである．叙事詩的要素を持つとは言え，
場面の展開もなければ時間の経過もほとんどない．それに比して荒野の様
子や葬儀の模様を描く前半の手法は， 「葦の歌」 (Schilflieder)等に見ら
れるようなレーナウの心情を投影したものであり，方法上彼の杼情詩の最
もポピュラーな部類に属するものと言ってよかろう． この作品において重
要なのは荒涼とした大地の存在であり， この存在なくしては'「アハスファ
ー」は成立しなかったと考えてよい．では， この大地を配した彼の心情の
’
’
’
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卜背後に何があったのだろうか．
この詩を作ったレーナウの心情を慮ると，どうしてもその成立時期に思
い至る． 1832年から1833年にかけての厳しい冬をアメリカで過ごした彼は，
新大陸への憧れと移住の計画を早々に捨てざるを得なかったばかりか， リ
ューマチに罹って病床に伏すこととなる．最悪の状況の中で彼は幾つかの
作品を書きためていたが， 「アハスファー」もそのひとつである． 1833年3
月5日にエミーリエ・フォン・ラインベックに宛てた手紙の中で，彼はそ
れらの作品を列記している'2．それは「我が故郷に｣(AnmeinVaterland),
｢駅馬車の御者」 (DerPostknecht,後のDerPostillion)のような「故
郷への思い」であり，あるいは大西洋を越えた海の詩， 「人魚」 (DieSee-
jungfrauen)や「海の凪」(Meerestille)であり，あるいは「森の慰め」
(Waldestrost)のように新大陸における「さまよい」を表したものであ
る．新大陸でのさまよいとは， とりも直さず彼の魂のさまよいであり， き
びしい風土をさまようだけに一層悲惨なのである． 「アハスファー」もこ
の「さまよい」に属することは明らかであるが， この作品において大地は
「無言の」 (still),「貧弱な」 (arm),「陰謹な」 (triibe),「荒涼とした」
(6de),「さびしい」 (einsam)といったことばで表現されている．これら
はまさしく新大陸におけるレーナウの心情の形容である．新大陸において
さえ魂の安住する場所を見出し得ず，相も変わらずさまよい続けている自
己を思うとき，彼の胸に「さまよい」を運命づけられたアハスファーの姿
が浮かんできたとしても不思議ではない． したがってアハスファーは， 自
己のさまよいを彼に託したレーナウそのものなのである．
レーナウの「アハスファー」が「さまよい」に焦点を置いた杼情詩であ
ることは既に明らかであるが， この時点でレーナウはアハスファーの伝説
の内，永遠に死ぬことのできないという罰の部分に同調しているのである．
それは牧童が青春の真只中において死んだことに，人々が同情し，泣いて
いるのに対し，アハスファーカ：「この眠りは良きもの」（59)，「甘美なる死
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の眠り」 （61)，「汝のおだやかな祝福」 （64)，「何と快き死の安静！」 （66）
と死を賞讃することに明らかである．首をくくっても，炎や波に飛び込ん
でも果たされず，ペストにも虎にも，草の毒，蛇の毒にも避けられている
アハスファーは，死んだ牧童は「運命に愛されていた」（72）のだと思う．
それはつまり自分が運命に愛されていないことであり，運命から見捨てら
れていることなのだ． 「信仰・知識・行為｣(Glauben.Wissen.Handeln)
の中でレーナウは書いている． 「運命は今，陰気に私の傍を通り過ぎ，／
威厳と恐怖を身に添えて／ずっと見捨てられて陰鰺に／荒野を通っておま
えの道を行くんだよと指図する.｣'3レーナウには運命が自分を避けている
としか思えない．アハスファーが荒野を行かねばならぬのも，つまりは運
命から見捨てられているからに他ならない．それでは何故，彼は運命に見
捨てられたのか．運命に愛された牧童の棺の蓋にある十字架像を見たとき，
アハスファーは突然「心の奥深くで思い出して」涙を流す．キリストの休
息を拒否した罪の部分がここで明らかにされ，彼の流浪の原因が明らかと
なる．アハスファーはかつてキリストに向かって「呪われた愚か者め！」
と叫んだが， レーナウの「アハスファー」には伝説のように「私の再来ま
で待っておいで」というキリストのことばは書かれておらず，アハスファ
ーの叫びはそのまま自分自身に呪いをかけたことになった．アハスファー
はイエスを冒漬したことを思い出すまでは，ただ己れの運命をうらんでい
るだけで，罪のことを考えているわけではない．まして己れのさまよいが
罪故の罰であるなどとは思い至りもしない．十字架を見て涙を流しはする
力:，畏怖する様子はない．アハスファーには神への信仰は見られない．彼
にとって信仰とは「予言的なこん跡でもってからかうもの」 (107)である．
アハスファーのこの信仰の懐疑は， とりも直さずレーナウが神を疑うこと
なのである．神がもし人間の創造主で，慈悲深いものであるならば，アハ
スファーをこのように運命づけるわけがない． レーナウはそう考えるので
ある．
I
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信仰の見られないアハスファーに対し，彼が話を聞かせている者たちを
羊飼いとしたのはレーナウの意図的設定であろう． またアハスファーが彼
らの所から立ち去って，夕陽の方角へ向かってゆくのも何かしら象徴的で
ある．西方を，陽の沈みゆく闇の世界を目指しつつ，彼はそこには到達し
得ない．彼はかつて「陽力:当たらなくて困る」と言い放ったときより，未
来永劫陽の中にあれと運命づけられ，闇から遠ざけられてしまったのか・
彼は永久に夕暮の長い影をひきずってゆかねばならぬと定められたのか．
羊飼いたち力ミアハスファーの影に身震いしたのは，そこに神への反逆者を
見出したからである．
次に「アハスファー」から四年を経た1836年に書かれた「永遠のユダヤ
人」を見てみよう． この四年の間には『ファウスト』の完成があり， 『サ
ヴォナローラ』に手がつけられている． またゾフィー・フォン･レーヴェ
ンタールとの恋愛が深まりつつあった． さて内容であるが，場面はアルプ
スと思しき山の中である．高い山脈に囲まれた，物音ひとつしない荒れ果
てた谷を「私」がさまよっている．時は日没， もうまさに暮れんとする頃
である． 「私」は「ひそかな死の思いのような」 （8）禿麿が一羽飛んでゆ
くのを見た．そのとき悲しげに雨が降ってきて「私」は叫ぶ． 「去れ！去
ってしまえ，生命の明るき時間よ！／私を夜にせよ，峡谷よ’おまえのよ
うに！私は己れの光が沈む前に／海に沈みたいと願う.」（21～23）雨はま
すます激しく，谷は暗く変わる．雲は走り，風のうめきが響き渡る．更に
雷さえもとどろくが， もう禿鷹の姿は認められない．それはおそらく岩の
割れ目にすくんでいるに相違ない． 「私」は思う．ただひとりの男にとって
は「世界は常に単調で，常に不快である．／というのも，休むことなく彼
はあちらこちらとさまよわなければならないからだ．／幾千年の月日，死
への望みを夢みながら｡…．．」（38～40).一夜の宿を求めようとした「私」
の後ろにはその男が亡霊のように近づいて来て，森の中の一軒家に導くの
である． 「私」が小屋を覗くと，老人とその息子が猟銃を磨き， その家の
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主婦力：かまどの前で忙しく立ち働いているのが見える．子供たちは食事を
待ち焦がれてテーブルの縁を叩いている． その光景を見て， 「愛と不安が
しっかりと守っている心は／幸福である」（62．63）と「私」は思う．さて，
「私」は歓迎されて招き入れられ，粗末ではあったが心からの食事を勧め
られる．密猟者の父子は銃を披露し，主婦は装身具を見せてくれた．その
中の鉛のメダルを見たとき， 「私」の心は恐怖にとらえられる．その刻印
は，苦難の道において十字架を背負ったキリストであった．月が昇り，子
供たちは寝入り，老人が夕べの祈りを咳く．嵐が去って月の光が射し，そ
の光の中でメダルを見つめていた「私」は，それが自分の手の中で生きて
いるかのように思われ，霊と共に岩の荒地へ飛んでゆく．岩の荒地ではヒ
バリがさえずり，鷲が空へ舞い上がり， カモシカがクレバスを跳ね越え，
「狩人の方へと朝焼けの中を登ってゆく．／猟銃ｶﾐうなり，カモシカは岩
から落ちる.」 （108.109）そして狩人が獲物を肩に歩いて来たとき，ひと
りの大きな老人ｶﾐ前に立ちはだかる．そして度を失った狩人に銃を構えさ
せ， 自らの胸を広げて指し示し， 「ここを撃て」 と命令する．驚きと恐怖
に包まれながらも，狩人は「荒野の巨人の心臓をねらって撃つ．／だが，
岩の一片にはじける如く／弾は彼の身体からピシャリと音をたてて落ち，
／恐怖が狩人を地面へと投げつけた.」（149～152）死を果たせなかった永
遠のユダヤ人は， 「私は私より長生きする私の影だ！」（161）と叫び，自分
がかつてキリストに向かって成した仕打ちを，未だ払いのけることができ
ないと嘆きながら通り過ぎて行った．再びあたりが静まって，弾が命中し
たところに忍んで行った狩人は，平らな鉛を地面から拾い上げると，震え
ながら「私」のところに走り寄って来た．見ると，それはあの永遠のユダ
ヤ人の心の悩みを刻みつけた鉛のメダル，すなわち「苦難の道において休
息にあこがれ，崩れ落ちた／十字架を背負ったキリストであった.」（179.
180）その時，狩人たちの叫び声が「私」を部屋に引き戻した．「私」が気
がついたとき， 「私」の手は依然，かの魔法のメダルをつかんでいたのだ
??????????????
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この詩には「アハスファー」に共通する部分と，全く相違する部分とが
ある．場面が夕刻であること，頭上に烏が出てくることなど，明らかな共
通部分であるが，全体の構成は全く異なったものとなっている．叙事詩的
要素が濃い点では「アハスファー」とは比べものにならないし，登場人物
にも肉付けができており，豊かな動きが感じられる． 「永遠のユダヤ人」で
は舞台が夕刻の深い谷間から密猟者の小屋，夢の中の岩の荒地，再び小屋
の中と二転三転する． しかも時間の経過と共に， 日没，嵐の通過，月光の
中と情景も変化する．更に夢の場面では朝焼けすら現われる． こうした展
開を見せる詩の進行役，言わば狂言まわし的存在として登場しているのが
「私」で， この詩が「私」の見聞の範囲内で成立していることに留意すべ
きである． 「私」とはまぎれもなくレーナウ自身なのであり， 「私」の背後
には常に亡霊のように永遠のユダヤ人が存在している．
「アハスファー」では荒涼とした大地が，アハスファーのさまよいを表
す背景として必須なものであったが， 「永遠のユダヤ人」では冒頭の「私」
のさまよいの場面に恐しい自然が描かれている．石灰岩とアカマツに囲ま
れた深い峡谷は，かの原野より恐しい光景と言える．頭上を横切る一羽の
禿應を「私」は認めるが， この鳥によって先の「アハスファー」 とこの
「永遠のユダヤ人」はつながっていると考えられる． 「アハスファー」の
末尾で，去ってゆくアハスファーの頭上をかすめて行った野鳥，それがこ
の「永遠のユダヤ人」の冒頭で禿應として飛んで行くのだ． 「私」が死を
望んで叫ぶとき， 自然は恐しく変貌する．それまでにも昏れてゆく風景の
中で雨が降り始め，嵐の不安を覚えさせてはいたが， 「私」の「去れ！去
ってしまえ，生命の明るき時間よ！」の声と共に，あたりは嵐と変わって
ゆく． これも「アハスファー」に見られるような， レーナウの常套的手法
と言える．闇の中で峡谷が恐しい大音響を奏でるとき，禿麿は姿を見せな
い． ここで禿麿が「ひそかな死の思い」と称されているように， レーナウ
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においては烏力:さびしさや孤独，更には死を象徴しているのがしばしば見
うけられる． 「三人のインディアン」 (Diedreilndianer)では，ナイア
ガラを今まさに落ちてゆこうとするインディアンの頭上に鴎が舞っていた
し， 「三騎」 (DieDrei)では深手を負った敗兵に禿騰がついてくる．また
｢非難」(Vorwurf)では，烏が飛び去ってゆくのが憂愁の原因となり，一
方「憂鯵に寄す」 (AndieMelancholie)では憂諺が作者を連れてゆく場
所として， 「鷲が孤独に棲んでいる岩の割れ目｣'4と表現されている．これ
は「永遠のユダヤ人」の「禿應は岩の裂け目にすくんでいるに違いない」
(34）という部分を思い出させる．
「憂諺に寄す」では憂諺が「私」を鷲の棲家へ案内するのだが， ここで
は永遠のユダヤ人の亡霊が|~私」を小屋へ導く．小屋の様子を外から覗く
ところは，孤独な「私」の心に不思議な暖かさを沸き上がらせる部分であ
る．密猟者故に森の中の隠れ家に住んではいるが，家族の動きには平凡で
ささやかな幸福が感じられる．愛と日々の不安を抱いた家庭こそ幸福なん
だ， と「私」は思い至るのだ． したがって「私」が快く迎えられるとき，
嵐は静まるのである．密猟者たちは信仰に支えられた生活をしており，装
飾物も宗教的である．その家の主婦が示した鉛のメダルもそんなひとつで
あったが，それは「私」の心を震憾させる． このことは「私」がアハスフ
ァーと心情で一致していることを示す． しかしアハスファーが徹頭徹尾反
キリストの立場であり，無神論の立場であるのに対し， 「私」は信仰を喪
失しているにもかかわらず，密猟者の家庭の信仰が生み出す愛の雰囲気に
魅せられる．神を否定しつつ神の愛にひかれるのだ．神の愛にひかれるこ
とは救済を希求することである．キリストの慈悲を欲することである． こ
こにはレーナウが永遠のユダヤ人の救いはキリスト的愛と慈悲にしかない
と考えていたことが感じられる．だがこのことも，すぐ後の恐しい部分に
よって呑み込まれてしまう．
その後に展開する夢の場面は， この詩の中で最も重要な部分である．カ
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モシカを射止めて山を下る狩人の前に現われた永遠のユダヤ人の顔は，あ
たりの原石灰を切り取った風であるが， この原石灰とは，冒頭の荒れ果て
た谷の「原始の世界の夢が化石となったもの」 （5．6）であり，「不毛の
岩礁」（'0）であり，「死の石」 （'2）なのである． また永遠のユダヤ人の
「止まれ！」 （133）という叫びは自分の生を止めようとする憤怒の声であ
る． この声が谷に反響し合うさまは，冒頭で「私」が発する声の大音響を
思わせ，効果的である．永遠のユダヤ人は狩人を威嚇して自殺を試みる．
自殺に解決を求めようとするのは『ファウスト』にも見られる点である．
｢私は私より長生きする私の影だ！」ということばには， 「アハスファー」
の末尾で彼のひきずっていた長い影を思わずにはいられない．影は彼につ
きまとう運命である．死ぬことのできない運命，すなわち安静を得ること
のできない運命は，あの休息を求めて得られなかったキリストの運命を思
わせる．今になってアハスファーは，己れが苦難の道におけるイエスと同
じ立場であることに思い至る．それが「私はあの光景を忘れることはでき
ぬ！」 （165）ということばとなるのである．狩人たちは永遠のユダヤ人の
胸が弾をはじいたことに驚悟するが， 「私」の驚きは更に深い．狩人の驚
きが主として， 「荒野の巨人」といった表現に見られるような，永遠のユ
ダヤ人の超人的存在に起因するのに対し， 「私」のそれは弾がメダルに変
わったこと，彼の罪を厳然と示すキリスト受難像の出現に関するものであ
る．徹底して永遠のユダヤ人に己れの罪を突きつけている点で，運命は冷
酷で残忍である．それはまた「私」をも運命が見捨てていることにつなが
る． 「私」の運命もまた，地上をさすろうであろうことを暗示しているの
だ．
このように「永遠のユダヤ人」ではレーナウの精神的危機が一層深まっ
ており，その憂鯵は救いようがないかの如くである． 「アハスファー」で
はアハスファーに特異な運命を語らせることによって， 自己に照応させて
いたのだが， 「永遠のユダヤ人」ではまさしくレーナウ自身の生が救い難
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いものとなっている． ここではアハスファーという個人は必要ではなく，
したがって「永遠のユダヤ人」の中にはアハスファーの名はただの一度も
記されていない． このことは「永遠のユダヤ人」が第二のアハスファー作
品であることを認めつつも，重要な点である． レーナウの作品には苦難の
道におけるふたりのやりとり以前の，いわばイエスとアハスファーの関係
というものは全く度外視されている． このことはレーナウの詩が伝説に忠
実に従った証明であるとも言える． レーナウにとって重要であるのは，呪
いをかけられた後の「さまよい」である．永久に死ぬことのない，その運
命である．その一点にこそレーナウはひかれているのであり， したがって
先に挙げた他の詩人の作品がイェルサレムを舞台にして， イエスやユダや
アハスファーを作為的に結びつける等，大きな脚色を加えた「アハスファ
ー物語」であるのと厳然とした相違を見せている． レーナウはアハスファ
ーの運命を人間そのものの運命と見ている．そこに彼のペシミスティッシ
ュな世界観が一致した． レーナウにとって生とは永遠のユダヤ人たること
なのである．
さて， 『ファウスト』との関連からこのふたつの作品を探ることもまた
重要な作業である．何よりもまず， このふたつにはさまるようにして『フ
ァウスト』が成立していること，言い変えれば， 『ファウスト』完成の後
再びレーナウが永遠のユダヤ人のテーマに挑んだことが重要なのである．
『ファウスト」はアメリカ滞在中から計画されていたと思われるが，実際
に執筆の始まったのは1834年である．アメリカから帰国の後もウィーン，
シュトゥットガルトと定住することのないレーナウは，アハスファーに己
れの写し絵を認めると同時に， 「認識への絶え間ない憧れ｣を抱いてさまよ
うファウストにも共感する．アハスファーは死の安静を求め， ファウスト
は生を動的に極めようとする． さまよい続けているという点では， ドン・
ファンの女性への努力も似ているが， これらふたりはアハスファーに比べ
積極的，闘争的である．それには両者がともに，ルネサンス的自我と反逆
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の持ち主であることが関係しているのだろう． 「アハスファー」において，
泣きながら死を願うアハスファーに自然は冷酷に扉を開こうとはしないが，
これは神が彼を憎んでいるためではないかとレーナウは考える． 『ファウ
スト』ではメフィストフェレスが「神は汝の敵なり｣'5と語る．レーナウ
にとって神は人間の敵であり，それ故人間を恐しい運命に縛りつける．彼
が神への疑惑を解き得ないのは， 自分の現実のさまよいを救い難い運命の
ように感じているからである．
メフィストの誘惑にのったファウストは罪を犯し，破滅への道を急ぐ．
そして『ファウスト』でもやはり自然の描写が組み込まれ， ファウストの
心的情景となり，彼の破滅を知らしめる．冒頭の「朝の歩み」 (DerMor-
gengang)には『ファウスト』全体の筋が集約されている．「永遠のユダ
ヤ人」の夢に出てくるアルプスの朝の風景， これに似た岩山をファウスト
が行く． 「激しい疑問が／休むことなく旅人を岩から岩へと駆りたてる｣'6
が， 「今立ち止まり，谷間から聞こえてきた／鐘の音と遠くの賛美歌に耳
を澄ます.｣'7するとファウストは「今，突然，何という勇気が沸いて来た
のだろう！／急にわけのわからぬ苦痛が私をとらえている！／信仰の最後
の繕り糸が切れ，／私の心は冷酷で不吉な霊を吹き寄せたように思われ
る｣18「だから私は精神の闇から身をもぎ放したい！」19と叫ぶ．その時彼
の足下から石が崩れ，彼は奈落へ落ちてゆく． と， 「闇の狩人」の手にフ
ァウストは受け留められる． この一連の場面にはファウストの運命が予告
されて，神に近づこうとした瞬間，悪魔の手に堕ちることを示している．
谷から聞こえて来る鐘の音や賛美歌に表されるように， ファウストは信仰
に救いを求めようとしている．だが，求め続けてはいるものの，遂には果
たされ得ないのである．
レーナウのファウストは最終的に救われない点でアハスファーと共通す
る． ファウストは自殺によって自ら救われたという錯覚に陥ったまま死ん
でゆくが，アハスファーの自殺の試みは永久にかなうことがない．無益な
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試みはますます彼を絶望に追いやるだけである． レーナウはファウストの
魂が永久に悪魔に渡ることや，アハスファーが絶望的なさまよいから逃れ
られないことのように，救いのない結末しか選ばなかった． このように，
これらが同じ立場で書かれている点から考えると， 「アハスファー」は『フ
ァウスト』の習作であり，その『ファウスト』より恐しい結末を「永遠の
ユダヤ人」に持ってきたと言ってよいだろう． 「地上における不死性，つ
まり永遠の生命とは，民衆が英雄に贈り，そうして彼を神々の地位にまで
高めるものであるが，永遠のユダヤ人にとっては至福などではなく，呪い
であり，彼の生命は美しい生命でもルネサンスの意味での喜びでもなく，
嘆きの谷の生である｣20とJ、トロストラーが書くように， レーナウの時代
においては，永遠の生命は神秘なものでも人々の望みでもなく,むしろ苦
痛であり，辛苦であり，罪過である．重い柳をはめられたかの時代の人々
にとって，そこからの救済はもう求めようにも果たされぬ夢でしかなかっ
たのである．
1836年，レーナウが再度アハスファーにとりかかったとき,彼の心は出
口のない苦悩で一杯だった．ゾフィーとの恋愛は禁欲主義的傾向をはらみ
ながら， ますます危険な淵にすべり込んで行ったし，迫り来る工業の時代
の予感はアメリカでの体験と重なって， レーナウを不安にする．そしてこ
の年， レーナウはウィーンの警察と検閲局から訴えられている．彼はウィ
ーンにおいては充分政治的な詩人であったからである． こうした背景から
生まれた「永遠のユダヤ人」は暗く，恐しく，絶望的である．だが，信仰
に支えられた狩人の家を配したレーナウの心情の奥には，時代閉塞からの
救いを宗教に求めようとする意識が働いていたと言えよう・ レーナウがこ
の年から始めたデンマークの神学者,H.L.マルテンセンや，宗教哲学者，
F.フォン・パーダーとの交際は，この後しばらく彼に宗教的非合理主義
への沈潜という迷いを与えることになる． これは宗教の問題を切り離し得
なかったレーナウの立場を証明するものであるが， このことから彼はやが
’
’
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「て普遍的宗教という点に興味ひかれてゆくのである．ふたつのアハスファ
ー作品は，そうした方向を選ぶに至るまでの通り道として欠くことのでき
ないものと言えよう．第二のアハスファー作品， 「永遠のユダヤ人」から
レーナウはアハスファーの名を消した．そこに彼が必要としたのはアハス
ファーの名ではなく，むしろニコラウス・レーナウの名であったからであ
る．
テキスト
NikolausLenau,砿"､/"c"eWeγ舵〃〃Bγja/を伽zz""助"〃",Frankfurta.
M、 1971;AufdenGrundlagederhistorisch-kritischenAusgabev.Eduard
Castle,1910-1923,hrsg.v・WalterDietze.(以下SWと略．なお本文中の引用に
付した括弧内の数字はそれぞれの作品の行を表す）
????
藤村宏『ロマン主義とリアリズムの間』1973年東京大学出版会123ページ
山室静『ドレ画聖書物語』1973年社会思想社210ページ参照
J6zsefTur6czi-Trostler,Le"α",Budapestl955;Ubers.BrunoHeilig,
Berlinl961,S、125.
山室静『アンデルセンの世界」1975年サンリオ162ページ，214ページ以下参
照
vgl.JohannWolfgangGoethe,A"sw@""gw@Lebe".Dic〃""g""aW"〃"e"，
Ziirichl948,S.694ff.
Vgl.HannaFischer-Lamberg,D"j""geGogｵ"g,Bd.4.,Berlinl968,S.95ff.
Vgl.J6zsefTur6czi-Trostler,a・a.O.,S、125.
Vgl.Rogerlngpen&WalterE・Peck,"gcO""〃gz"Oγﾙsqf〃γ〃助ss"g
助e"閏γ,vol.1 ,NewYorkl965,S､112H.
vgl・HannaMarieu・WernerSvendsen,Gesc"c"gcigγ〃"畑"g〃L"gγαｵ"γ，
Kopenhagenl964;Ubers.GeorgeGoetz,S、269f.
『アンデルセン集』大畑末吉訳1950年河出書房157ページ以下参照
山室静『アンデルセンの世界』162ページ以下，215ページ以下参照
SWWerke,S、73ff.
Ibid.,S.217ff.
SWBriefe,S，212f.
SWWerke,S.63.
4
5
???
9
10
11
12
13
－18－
14 Ibid., S. 112. 
15 Ibid., S. 521. 
16 Ibid., S. 515. 
17 Ibid., S. 515. 
18 Ibid., S. 516. 
19 Ibid., S. 516. 
20 J6zsef Tur6czi-Trostler, a. a. 0., S. 125. 
- 19 -
Lenau und der ewige Jude 
Atsuko Takezoe · 
Als Jesus Christus mit dem Kreuz auf dem Leidensweg einen 
jüdischen Schuhmacher um kurze Rast beschwur, stieß er-Ahasver 
Jesus fort. Jesus verfluchte ihn, er muß in der Irre wandern, bis 
Christus wiederkommt ; daher konnte Ahasver nicht sterben. Das 
ist die Sage vom ewigen Juden. Sie wird von vielen Dichtern 
behandelt. Von Goethes geplantem Ahasver kennen wir ein Frag-
ment in Dichtung und Wahrheit. Shelley ließ Queen Mab erscheinen, 
in der sein Ahasver als Gespenst auftrat. Außerdem schuf 
Andersen Ahasverus. Diese Figuren sind die Zeitgenossen von Jesus 
und kommen mit ihm zusammen. Mit einem Wort handelt es 
sich hier um Ahasver-Erzählungen. 
Über den Sagenstoff schrieb Nikolaus Lenau zwei Gedichte : 
,,Ahasver, der ewige Jude" und „Der lewgie Jude." Der Hinter-
grund des ersteren ist die öde Heide, die der Pußta seiner Heimat 
gleicht, und der letztere erinnert uns an tiefe Täler in den Alpen. 
Diese zwei Landschaftstypen sind häufig in Lenaus Gedichten. 
Was eigentümlich ist, Lenaus Ahasver steht in keiner unmittel-
baren Beziehung mit Jesus. Er erzählt uns nur von seinem 
Schicksal und seiner Sehnsucht nach dem Tod. 
,,Ahasver, der ewige Jude" wurde in Amerika geschrieben. 
Seine Reise nach Amerika hat ihn tief enttäuscht. Daher kam es, 
daß er etwas schwermütig wurde. Wir wollen von seiner Darstel-
lung der Erde festhalten, daß Eigenschaftswörter still, arm, trübe, 
öde und einsam sind. Es ist unbezweifelbar, daß sie die Landschaft 
des Gefühls Lenaus ist. Sein Ahasver klagt über sein schweres 
Schicksal, denn er versteht, daß er von Gott aufgegeben ist. In 
seinem Faust sagt auch Mephist: ,,Dein Schöpfer ist dein Feind." 
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Darin entdecken wir seine religiöse Krise oder seinen Atheismus. 
Nach vier Jahren stellte Lenau „Den ewigen Juden" fertig, der 
gelungener im Aufbau und im Inhalt als „Ahasver, der ewige Jude" 
ist. Dieses Werk ist dunkel und schrecklich, trotzdem findet man 
Elemente religiöser Atmosphäre in ihm. Zum Beispiel: die Familie 
des Wilderers hat ein Herz, das sich durch Liebe und Sorge 
schützt, damit glaubt der Erzähler, daß die Familie glücklich ist; 
dann verhüllt mancher bunte heilige Schmuck die Not der Hütte, 
daher denkt er, daß die Armut schön ist. In dieser Schilderung 
fühlen wir seinen Wunsch nach der Liebe Gottes. In der letzten 
Hälfte di~es Werkes befiehlt der ewige Jude als der wilde Recke 
dem Wilderer, er solle aufs Herz schießen. Obwohl er trifft, prallt 
die Kugel wie von einer Felsplatte ab. Danach nahm der Jäger 
nicht wieder die Kugel, die auf dem Boden lag, sondern eine 
bleierne Münze, auf der Christus mit dem Kreuz auf dem Lei-
densweg geprägt war. Man kann hier die tiefe Hoffnungslosigkeit 
und seelische Krise des Dichters sehen. 
Lenaus Faust gleicht seinem Ahasver, denn beide erreichten 
niemals die Erlösung. Das ewige Leben ist für Ahasver kein 
Segen, sondern ein Fluch, ebenfalls ist es für Lenau kein Geheim-
nis, sondern ein Schmerz. Lenau durfte auch niemals Erlösung 
finden. Er schrieb nicht mehr den Namen Ahasver in seiner 
zweiten Ahasver-Dichtung „Den ewigen Juden." 
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